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1. 緒言 
バックミンスターフラーレン（C60）の部分構造には、代表的な３分子が知られてい

る。六環性のコランニュレンと七環性のトルキセンとスマネンである。これら分子が

もつ機能的な構造美は化学者の耳目を集め、昨今の多環芳香族炭化水素の分子化学を

牽引してきたと言っても過言ではない。これら３分子はコンパクトな形状をとってお

り、その合成と物性の追究を通して新物質を創出したり、新機能を発掘したりできる

のではないかと目されてきた。一方で、C60 断片の選び方は数多く考えられるが、印象

的で実際的な断片はこの３分子くらいである。これらに比肩する鮮烈で現実に即した

断片体のさらなる登場が期待される。 
今回我々は、過去に報告例のない八環性の C60 断片であるジヒドロジインデノクリセ

ン（1）の合成に臨んだ（Figure 1(a)）。我々の取った経路は、６つの六員環からなるジベ

ンゾクリセンを前駆体に据え、二つの Bay 領域の増炭と閉環を経て五員環を形成する

方法である。この狙いは、液相下による高い生産性の確保である。その結果、中間体（2）
の辺縁部の置換基を除去する工程を経て、望みの（1）を首尾よく得ることができた（Figure 
1(b)）。（1）の構造について、X線とDFT計算とを用いて調べたところ、反転障壁が水素

結合一つ分程度（約1.9 kcal/mol）であることがわかり、溶液状態では難なく反転を繰

り返していると推察された。この様子が蝶の舞う姿を想起させることから、ウクライナ語で蝶

を意味するMetelyk にちなみ、（1）を Metelykene （メテリケン）と名付けた。 

Figure 1. (a) 4,11-dihydrodiindeno[7,1,2-ghi:7’,1’,2’-pqr]chrysene (1), namely “Metelykene”; 
(b) 2 that is named “Metelykenone”, QR cord for moving images of ORTEP of 1 and 2. 
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